
発行：豊中市　編集：市民協働部コミュニティ政策課

〒561-8501　大阪府豊中市中桜塚3-1-1（第一庁舎5階）

電話：（06）6858-2041　FAX：（06）6846-6003

電子メール：npo@city .toyonaka.osaka. jp

豊中市ホームページから寄付のお申込みができ
ます。また希望の方には、リーフレットをお届けい
たします。右記QRコードからもアクセスできます。

令和元年 ( 2 0 1 9年 ) 6月発行
60 0 0部

社会貢献の取組みを応援したい…その思いを、市民公益活動への助成金として形にする「とよなか夢基金」

こどもごころプロジェクト～ワクワクを形に～
こどもごころ研究所

初
動
支
援

「親と子の笑顔を守る」お手伝い
にこにこエプロン

初
動
支
援

リハビリ専門職による通いの場 『健プロ体操』
健プロ体操

初
動
支
援

温暖化防止の環境教育と災害にも役立つベランダ
発電講座

特定非営利活動法人  豊中市民エネルギーの会

初
動
支
援

届けたい「さわる絵本」の楽しさを
さわる絵本  かすみ草

初
動
支
援

ENJOY♡こどもごはん 【食育講演会】
ENJOY♡こどもごはん

初
動
支
援

季節のイベントを通じて、健全で豊かな心を育む
居場所つくり。

つどい場  ゆりちゃん

初
動
支
援

千里つばめ学習会
千里つばめ学習会

初
動
支
援

空き家セミナーと各種相談会による空き家問題等の
啓発活動

特定非営利活動法人  空き家サポートセンター

初
動
支
援

精神障害者や発達障害者を中心に活動する
バスケットボールクラブ

エーネン大阪

初
動
支
援

一人暮らし高齢者の成年後見等支援プロジェクト
NPO法人障がい者・高齢者市民後見STEP

自
主
事
業

種まきシアターinとよなか
あしたの暮らし  とよなか

自
主
事
業

「ひきこもり」当事者の多様な居場所・自助会展開事業
NPO法人  ウィークタイ

自
主
事
業

多胎プレパパママ教室「ふたごちゃんとのはじめの一歩」
ふたごさんあつまれ

自
主
事
業

令 和 元 年 度 助 成 事 業 決 定！
公開プレゼンテーションによる

審査を3月17日に実施、今年度

は、14事業への助成が決定し

ました！

今後の活動については、市ホー

ムページをご覧ください。

平成30年度（201 8年度）とよなか夢基金結果レポート

平成30年度
（2018年度）

\1,500,563
寄付金額

141
件

　　　人と　　　団体の皆さまにご寄付を

いただきました。温かいお気持ちに感謝します。

4 3 14

青木康修
荒井鈴
石濵繁子
岩本益美
鵜川まき
加川清明
川野達也
久保ゆり子

清水高子
清水昌子
十河静子
たなちゅう
遠山一喜
友国泰治
中島諒平
中根勉

ぐるぐるアート豊中世話人会
一般社団法人新歯会内職業体験セミナー実行委員会

一般社団法人ひきこもりＵＸ会議
大阪府マンション管理士会 豊中支部
御菓子司 京屋
株式会社 エイチエスケイ
シビックジャズコミュニティ
「社会的」ひきこもり・若者支援近畿交流会
しょうないＲＥＫ
田中社会保険労務士事務所
特定非営利活動法人ハニー・ビー
フラットの会
南桜塚ゆうの会
焼肉 たか
市民活動ジャンプフェスタでの募金
さんあいイベントでの募金
とよなか夢基金助成公開プレゼンテーションでの募金
とよなか夢基金助成事業報告会での募金
匿名20人1団体　　　　　　　　　　

西村拓夫
野田一広
前田秋雄
前田君代
山田さえ子
山田英和
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（敬称略）

Thank you!

10th Anniversary

みなさまからの寄付金がさまざまな社会貢献活動への助成金として
活かされる「とよなか夢基金」。この結果レポートでは、平成30年度
（2018年度）に助成した取組みをご紹介します。
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平成30年度（2018年度）は、16の市民公益活動に2,001,000円を助成しました。
みなさまからのご寄付に対する感謝のメッセージとともに、それぞれの活動を
ご紹介します。豊 中 の 市 民 活 動 が 活 発 になりました！豊 中 の 市 民 活 動 が 活 発 になりました！

助成対象・条件に応じて2種類のコースがあります。　　　　　　　　　…市民公益活動を始めようとする団体が行う市民公益活動事業（取り組んで3年以内）　　　　　　　　　…市民公益活動を1年以上行っている団体が行う市民公益活動事業初動支援コース 自主事業コース◆

あ
な た

の 寄 付 であ
な た

の 寄 付 で

自主事業 自主事業 自主事業 自主事業

初動支援初動支援 初動支援 初動支援

初動支援初動支援 初動支援 自主事業

初動支援 初動支援初動支援初動支援

多胎児を迎えるご家族が楽しく安心して出産子育てができるようにという思い
から、多胎プレパパママ教室を2回実施しました。助成を受けたことで、チラシ
の配架がスムーズになり、結果的にたくさんの方にご参加いただけました。今
後は行政や子育てに取り組む他団体と連携していきたいです。

発達凸凹（でこぼこ）についての理解を深めるためのセミナーや、発達凸凹の
ある子どもの保護者や当事者を対象とした語り場（凸凹カフェ）を実施。とよな
か夢基金の助成事業として広く周知したことで、初めての参加者が増えました。
今後も、生きづらさを抱える人の居場所として継続していきたいです。

子どもたちに食事を提供するだけではなく、4月からは「えいごであそぼ」や
「おとなのしゃべり場」などプログラムを充実させ、地域の多世代の方に楽しん
でいただきました。毎回60人以上の参加があり、継続してきてくれる親子も増
え、認知度が上がりました。

生きづらさを抱える当事者を対象に居場所を提供する事業を継続するととも
に、新たに「いろいろ集会」や研修・講習会・イベントなどを複数回実施しまし
た。また、増える需要に対応するため担い手の養成を行い、居場所実践につな
がっています。

助成金により、材料の充実や月2回の例会とは別に講習なども開催することが
でき、絵本の完成度が上がりました。完成した「さわる絵本」は豊中市立岡町図
書館に寄贈しました。「さわる絵本」を楽しんでいる子どもたちの姿が絵本の製
作の励みになります。

23人の力を借りて、視覚障害者にとって必要な点字ブロックのルートテキスト
を作成することができました。高校生6人、視覚障害者2人の参加があり、高齢
者と若者、晴眼者と視覚障害者が共同作業することにより互いの理解が深まり
ました。

聴覚障害のある子どもたちに向けて、夢と希望が広がるきっかけづくりをした
いという思いから、8月に2日間「デフスポフェスティバル」を実施しました。イベ
ントが継続することで、参加した子どもたちが、将来の実行委員として活躍して
くれたらうれしいです。

２つの中学校でチラシを配布したことや、受講生・保護者の口コミにより、受講
する生徒が増え29人になりました。ひとり親家庭などの生徒や発達凸凹（でこ
ぼこ）の児童生徒を受け入れ、個人別の学習ニードに応じた支援を継続的に
実施しました。今後も学校等と連携を図りながら継続していきます。

助成金を受けたことで食材を安定して確保することができ、チラシを毎回数百
枚配布する体制が整いました。とよなか夢基金のおかげで今までつながりの
なかった団体ともつながることができたので、今後も継続して活動を活性化し
ていきたいです。

13人の小・中学生に学校と家以外での学習の時間を提供することができ、受験
生の中学3年生6人全員が志望校へ合格することができました。高校生になっ
たら勉強を教えにくると自主的に言ってくれる生徒もおり、「社会貢献できる人
材の育成」という目標も達成できたと思われます。

食育勉強会や施設見学会など12回開催しました。食育勉強会は子連れでの参
加がとても多く、講師も驚く程の質問の多さで、乳幼児のお母さんの関心の高
さを感じました。今後も、食と健康に関する各機関・人との連携を深め、より学
びやすい環境を整えたいです。

参加者の子育て中のママから自分で主催したいという希望があり、通常の開
催とは別に赤ちゃん連れでも参加できる「抱っこシアター」を年間12回開催す
ることができました。また、新たに年間会員制度も設け、リピーターが増え、繋
がりを深めることができました。

大きな社会問題となっている空き家・空き土地問題。専門家集団としてこの問
題を解決するために、空き家セミナーを19回開催しました。アンケートからも
高い評価をいただいており、今後もさらに活動を発展させていきたいと考えて
います。

多くの参加者に、体操の内容に満足してもらえました。また、体操だけではなく
地域で活動的に過ごすための情報提供も行いました。介護予防に関して、関
連事業所との連携も深まっていっています。助成事業として活動した１年によ
り、持続的に活動するための基盤を作ることができました。

障がい者の事例を交えた後見制度の解説冊子の作成や、セミナーの開催など
を行い、後見制度に関する啓発や、具体的な事例の説明等を行いました。リピ
ート参加者が何人か見受けられ、活用に向けて制度の理解につながったとの
感想もありました。

「老人福祉施設で生活している人たちに楽しんでもらえれば」との思いから、慰
問活動を20回行いました。助成金のおかげで慰問先を増やすことができまし
た。今後も訪問先を増やし、積極的に社会に貢献していきたいです。

多胎妊娠・出産・育児について正し
い知識と見通しを得るとともに、先
輩ファミリーとのつながりづくりを
目指した教室を開催します。

助成額　43,000円

ふたごさんあつまれ

「多胎プレパパママ教室
（ふたごちゃんとのはじめの一歩）」

子育ての悩みを共有できる語り場
を開催。保護者同士のネットワーク
づくりや社会資源を活用するサ
ポートを行います。

助成額　147,000円

NPO法人日本タッチ
カウンセリング協会

子どもの発達凸凹との付き合い方は？
保護者の凸凹カフェ
「チコすてっぷママ」

子ども、親、スタッフを含めた地域
住民の居場所になることをめざして
開催します。学習支援や遊びの広場
なども企画・実践します。

助成額　215,000円

ONCC居場所づくりプロジェクト
「ループ」おかまち子ども食堂

NPO法人大阪府北部
コミュニティカレッジ

助成額　366,000円

ひきこもり等の生きづらさを抱えた
当事者の自助活動展開プロジェクト
̶“多様”だからこその“多様な実践”を！

NPO法人ウィークタイ

さわる絵本を製作し、視覚・知的障
害などの子どもたちに、絵本の楽し
さを届けます。また、市内初の製作
団体として子どもたちとつながった
活動をめざします。

助成額　100,000円

届けたい「さわる絵本」の
楽しさを

さわる絵本  かすみ草

点字ブロックのルート情報
テキストデータベース

整備事業

視覚障害者の単独白杖歩行
外出を応援する会

視覚障害者が自由に安全に単独白
杖歩行外出できるように、点字ブ
ロックルートの情報を調査収集し、
インターネットで情報提供します。

助成額　68,000円

デフアスリート（耳が聞こえないス
ポーツ選手）を招き、様々な競技を
通してスポーツの楽しさを体験し、
夢と希望が広がるきっかけ作りの場
を提供します。

助成額　100,000円

デフスポフェスティバル
実行委員会

第3回
デフスポフェスティバル2018

第一中学校区と第四中学校区の生
徒を対象に、一人ひとりの自己肯定
感、個性や能力を大切にしながら、
学習支援を行います。

任意団体
学習支援「未来SS塾」

助成額　100,000円

四中校区における児童・
生徒への学習支援事業

誰もが気軽に食事をとることができ
る居場所を提供。また、様々なスキ
ルを持ったスタッフが、地域住民か
ら気軽に相談してもらえる場所をつ
くります。

助成額　100,000円

まんぷくほーむ
こどもカレー食堂

まんぷくほーむ実行委員会

千里つばめ学習会

千里つばめ学習会

経済的に厳しい家庭環境などの理
由で塾に通っていないが勉強した
い意欲のある子どもたちに、学習で
きる場を提供しています。

助成額　100,000円

食育ランチ会や勉強会、施設見学会
などを通じて「子どもが喜ぶ安く簡
単なからだにいいごはん」の知恵と
知識を共有します。

助成額　100,000円

「ENJOY♡こどもごはん」

ENJOY♡こどもごはん

社会的課題に関するドキュメンタ
リー映画の上映会を開催。上映後は
参加者同士が思いを共有し、交流で
きる場を提供します。

助成額　175,000円

種まきシアターinとよなか

あしたの暮らし  とよなか

空き家に伴うさまざまな問題を解
決するため、空き家セミナーや相
続・遺言・登記及び税制などに関す
る各種相談会を行います。

空き家セミナーと
各種相談会による

空き家問題等の啓発活動等

特定非営利活動法人
空き家サポートセンター

リハビリ専門職による安心安全な
健康体操を実施。体操を通して、介
護予防や健康増進に大切な運動を
紹介します。

リハビリ専門職による通いの場
『健プロ体操』～健康を自身で
管理できるプロになるための体操～

健プロ体操
豊中の障がい者や高齢者およびそ
の親族に、成年後見制度の仕組み
や実例・留意点などを解説した独自
冊子を配布。出張セミナーや講座の
開催及び相談窓口を開設します。

障がい者の成年後見
制度啓発プロジェクト

老人福祉施設への
慰問事業

水仙の会

豊中市内の老人福祉施設を訪問し、
日本舞踊、手品、ハーモニカ演奏、
フラダンスなどで慰問活動を実施し
ます。

助成額　100,000円 助成額　100,000円助成額　100,000円助成額　87,000円

※ 点字コメントの訳  「点ブロと  みなさんに  ありがとう」

ひきこもりの人たちが安定した社会
生活を送れるよう、居場所づくり等
を通じ、誰もが絶望することのない
社会をつくることを目標に活動を展
開しています。

NPO法人障がい者・高齢者
市民後見STEP

※


